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７/７ 校長講話より(抜粋) 
さて、みなさんよくご存知の「達成すべき 17 の目標」

SDGsですが、持続可能な未来のために、この目標はいつま

でに達成すべきでしたか。先生よりも詳しい人は、たくさん

いると思いますが、2030 年までに達成しないと、未来が持

続可能とは言い切れないという、国連をはじめとする世界の

焦りの中で設定されています。 

今、何年ですか。2021 年ですよね。あと 9 年で達成して

いかなければならないという決意の表れであると思っています。 

    「あなたは、今から何をしますか？」 

 

６月の中旬、気候ネットワークの平田 仁子（ひらた きみこ）さんが、ゴールドマン環境賞を受賞し

ました。環境に関わるノーベル賞と言われています。 

平田さんのように人生をかけて取り組んでいる人がいて、今、地球は生きながらえているという感じ

がします。 

 

先日、白馬 SDGsミーティングがありました。先進的な取り組みをしている 22名もの講師の方々

が君たちのために仕事の都合をつけて駆けつけてくださいました。これほどの方々が集まるのは、白

馬でなければできない。白馬ってやっぱりすごいなぁ。そう改めて感じて、感謝の思いでいっぱいで

す。 

 

みなさん、各ブースで講師の方々はどんなお話をされましたか？どんなことが印象的でしたか？

講師の方の思いに触れましたか？講師の

方の生き様を感じましたか？ 

 

そして君は、何を思いましたか？何を考

えましたか？そして、どんな未来が見えま

すか？君たちの目に映る未来はどうです

か？どんな未来が見えますか？ 

 

未来をつくっていくのは、君たち自身で

す。君たちの目には、どんな未来が見えま

すか？ 
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「一定の成功を収めたことは、行動すると変化を起こせるということの自信になっていま

す。そして、次にもっと行動するための勇気につながっています。」 

（脱石炭火力発電の運動によって、日本の人々の暮らしと環境保全に貢献した平田さんの言葉） 

 

 

https://hakubac.sakura.ne.jp/


SDGs ミーティングが終わって、玄関で講師の方を一人一人お見送りしました。「ありがとうござ

いました」と声をかけていたら、ある講師の方が振り返って、校長先生に声をかけました。 

「生徒たちに、思いは、託した。」 そうおっしゃいました。 

 

未来をつくっていくのは、切り拓いていくのは、君たち自身です。君たちの曇りのないまなざしの

先には、どんな未来が見えますか？ 

 

７/７ 吹奏楽部壮行会 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 

７/７ 生徒会企画～全校かくれんぼ～ 

 

 

 

 

 

  

当面の主な予定  ～状況により、変更になる場合があります。その際はお知らせします。 
7/14日(水) 地区生徒会、生徒会委員会 

          放課後英会話 

 １６日(金) ３年総合①テスト 

 17日(土) 県中学通信陸上 

 18日(日) 県中学通信陸上、吹奏楽コンクール 

 20日(火) 1年登山事前検診 

 26日(月) 夏休み(～８／１９) 

          保護者懇談会（～７／３０） 

8/ ７日(土) 学校閉庁日（～16日） 

20日（金） 夏休み明け最初の登校日 

21日（土） 資源回収 

22日（日） 資源回収予備日 

26日（木） １年 唐松岳登山（日帰り） 

27日（金） 1年 唐松岳登山予備日 

3年 進路講話③ 

 


